
【トラック10】 
まる「ふふっ、ちゃんと待っててくれたんですね、お兄さん…」 
まる「表のシャッターは降ろしてきたので、今日は思う存分…声を出しても大丈夫ですよ？」 
まる「先ほどのことは忘れて…今は、マルとの時間を楽しんで欲しいです、ね？」 
まる「そのままソファに寝転がってください…」 
 
まる「マルは寝ているお兄さんにくっつきながら…」 
 
まる「まずは…大好きな、ち・く・び…触ってあげますね♡」 
まる「お兄さん、お耳好きですもんね♡」 
まる「くすっ、今日もいっぱいエッチな言葉、吐息混じりに囁いてあげます♡」 
 
まる「…ほら、変態なお兄さんの体は正直です、乳首…もう勃っちゃってる」 
まる「お兄さんの、期待しちゃってる乳首の周りを…くるくる、くるくる」 
まる「こうするとマゾ乳首が主張して、もっとぷっくり膨れてきちゃうんですよね♡」 
 
まる「マルが今までい〜っぱい虐めてきたから、指でさすさすしたり…」 
まる「マルの匂いを嗅ぐと勝手に反応しちゃう、エッチな体になっちゃんたんです♡」 
 
まる「ほら、この尖った先を爪で弾かれたり、引っ掻かれたりするの想像してください♡」 
まる「あの頭があまぁく痺れる刺激、おちんちんの裏側…」 
まる「前立腺がきゅんきゅんする気持ち…ね？好きですよね？」 
 
まる「くすっ、お兄さんはもう、マルなしじゃいられない…」 
まる「立派な変態マゾ乳首に開発されちゃったんですよ〜♡」 
まる「ほら、お兄さんの好きな言葉…耳元でいっぱい、言ってあげます♡」 
 
まる「変態…♡変態…マゾ…乳首大好きな、変態どマゾ…♡」 
まる「乳首をカリカリされるとぉ…すぐに涎を垂らしてアヘ顔になっちゃう、変態♡」 
 
まる「でも、そんなお兄さん…マルは好きですよ？」 
 
まる「好きぃ…んっ…好きですぅ…」 
まる「すぐ勃起する乳首も…おちんぽもぉ…お兄さんも…んっ…だぁいすき…♡」 
 
まる「くすっ、乳首…もう早く触って〜って顔してますね…」 
まる「ほら、見てください…このうねうね動くマルの指…」 
まる「これで、お兄さんの乳首をちゃんと、犯しつくしてあげます♡」 
 
まる「ぷっくり主張しちゃってる、このボッキ乳首の先端を」 
まる「…ちょんちょん…くすっ、これだけじゃもどかしいですよね？」 
 
まる「指の腹で優しく撫でるように、さわさわ…さわさわ…」 
まる「今度は押しつぶすように…ぐりぐり…こねこね…」 
まる「変態乳首をぉ…くりくりくりくり…こねこねこねこね…」 
まる「ぷっくり膨れて感度抜群の先端を掠めるように…ぴんっぴんっ♡」 
 
まる「くすっ、もうマルの足に硬いのが当たっちゃってます♡」 
まる「ねぇお兄さん、これ、なんですかぁ？」 
 
まる「乳首をいじられてギンギンに勃起させた…お・ち・ん・ぽ、ですよね？」 
 
まる「マルに…ズボンを脱いでバキバキに興奮したおちんぽぉ…」 
まる「お兄さんのおちんぽ見せてくださぁい…」 
まる「お兄さんの孕ませおちんぽぉ…早くみたいですぅ…♡」 
 



まる「たくましくて…おっきくて…かっこいいですぅ♡それにぃ…すんすん…くすっ」 
まる「蒸れたオスちんぽのえっぐい臭い、女の子に嗅がせちゃダメな…媚薬みたいな匂い♡」 
まる「こんなの嗅いじゃったら、体が勝手に発情してぇ…」 
まる「おまんこ穴がエッチの準備始めちゃいますよぉ♡」 
まる「すんすん…はぁ、やばぁ♡…んっ…はぁ、ふぅ…」 
まる「今日は、いつも以上におまんこにきちゃうぅ♡」 
 
まる「くすっ、お礼にお兄さんの大好きなカリカリ、してあげますね♡」 
まる「指を立てて…乳首の先端にあててぇ…ほら、いきますよ？」 
まる「乳首カリカリされちゃいますよ〜？♡」 
 
まる「カリカリ…カリカリ…カリッ…カリッ…くすっ…変態♡」 
まる「…カリカリカリカリカリぃ…♡」 
 
まる「んっ、ちんぽビクビクしてマルの足に当たりますぅ♡」 
まる「もしかして、おちんぽフリフリして…マルのこと誘ってるんですかぁ？」 
 
まる「カリカリ…カーリ…カーリ…カリッ、カリカリカリカリ…カリカリカリカリカリ…♡」 
 
まる「声必死に抑えて、かわいいです♡」 
 
まる「いいんですよ〜、お店はもう閉じてるんですから…」 
まる「「あっあっ、あんっ♡」って恥ずかしい声出していんです♡」 
まる「マルしかいないですし、我慢せずに女の子みたいに喘いじゃいましょぉ？」 
まる「乳首の快感に逆らわずに喘いだ方が、も〜っと気持ちよくなれますよぉ？」 
 
 
まる「それに…マルなんだかいつもより興奮しちゃって…」 
まる「お兄さんの喘ぎ声聞いたら、お股ムズムズして…マルも高揚しちゃうんですぅ♡」 
 
まる「だから、ね？遠慮しないで…」 
 
まる「んっあん♡はぁ…乳首ぃ…乳首好きぃ…気持ちいいよぉ…」 
まる「もっと、もっとマゾ乳首いじめてぇ…やっあん♡…乳首しゅきぃ…って♡」 
 
まる「メスみたいに恥ずかしい喘ぎ声、出してくださぁい♡」 
まる「マルにお兄さんの変態らしい恥ずかしい声…」 
まる「乳首マゾの吐息混じりの声を聞かせてくださぁい♡」 
まる「乳首カリカリ…おちんぽフリフリ…涎を垂らしてアヘアヘ♡」 
 
まる「んちゅ…ちゅぱ…好きぃ…好き、だよ？…ちゅる…じゅるる…」 
まる「んむぅ…お兄さんの、感じてる顔も、勃起ちんぽも、マゾ乳首も…好きぃ…」 
まる「…ちゅぱ…じゅる…れろぉ…好き…はぁ…」 
まる「くすっ、耳元で好きって囁かれると興奮します？…好き…んちゅ…ちゅきちゅき♡」 
まる「ん…好きぃ…んちゅ…ちゅきぃ、ちゅぱ…お兄さぁん…だぁいすき…ちゅぷ」 
まる「ねぇ…ちゅる…好き、好き好き好き…んっ、ちゅう…ちゅ〜き♡ちゅ…」 
 
まる「ぷはっ…くすっ、お兄さんの耳の穴、トロトロになっちゃいましたね♡」 
まる「んちゅ…すーき♡」 
 
まる「好き好きって言ってたら…その、セックス、したくなっちゃいました♡」 
まる「くすっ、反応しすぎです♡」 
まる「でも、お兄さんとはおまんことのキス、してないですから…♡」 
 
まる「マルのちっちゃなおまんこ、キツキツで気持ちいいと思いますよ？」 
まる「お兄さんのちんぽの匂いで、すでにぐしょぐしょ…♡」 



まる「触って確かめてもいいですよ…くちゅって…」 
 
まる「んっ、あんっ…どう、ですかぁ？ マルのおまんこ、ぬるぬるでしょう？」 
まる「このオチンポ穴に出し入れしながらぁ…」 
まる「乳首、カリカリぃってしたら…きっと蕩けるくらいの快感を味わえますよぉ？」 
 
 
まる「くすっ、お兄さんも入れたいんですね…」 
まる「マルのここ、赤ちゃん作る子作り穴に…ぶっといチンポ、ぱこぱこしたいんですねぇ♡」 
 
まる「それじゃ、マルが上に乗ってあげます…せっかくなので、ゆっくりしましょう？」 
まる「スローセックス…そっちの方がねっとり乳首をいじめられますし…」 
まる「お兄さんのオチンポ、じっくり味わえますから♡」 
まる「マルが動くので…お兄さんは寝たまま楽にしていてくださいね…」 
 
まる「お兄さんの上に、またがって…」 
まる「うわぁ、改めて見ると、すごい…おっき…」 
まる「こんなので突かれたらおまんこ壊れちゃいますぅ♡」 
まる「ゆっくり…入れていきます、ね？」 
 
まる「…んっ…すご、ミチミチって…んっ、圧迫感やばぁ…ちょっとずつ…」 
 
まる「…ひゃんっ！も〜急にちんぽビクってさせないでくださいよぉ♡」 
 
まる「んっ、ふぅ…これで、半分…どうですかぁ？マルのなか♡」 
まる「あつい？くすっ、お兄さんのちんぽも凄い熱いですよぉ…」 
まる「それに、バキバキに固くて…いい感じぃ…んっふぅ…あと、ちょっと…」 
 
まる「んぅ…はぁ…これで全部、ですね♡ずっぽり入っちゃった…」 
まる「マルのおまんこはどうですか？キツキツでとろとろでしょお？」 
まる「まずは慣らすために動かさずに…んっ、ふぅ…乳首、カリカリ、してあげます♡」 
 
まる「優しくぅ…カーリ…カーリ…あはっ、ちんぽ中で動いてる♡」 
まる「子宮が目の前だからってぇ、勝手にびゅるびゅるしないでくださいねぇ？」 
まる「カーリ…カーリ…お兄さんの腫れ上がった変態乳首を…カーリ、カーリ…カリカリ…」 
 
まる「そろそろ、いいかな…ゆっくり動かしますよぉ？」 
 
まる「んっ…んぅ…やっぱり、おっきい…お兄さんの…んっ、ふぅ…」 
まる「ゆっくりの方が…しっかりおまんこの感触が分かってエロいですよね？」 
まる「くすっ、いい顔です、可愛い♡」 
まる「このままロリのエッチなおまんこ、味わってくださいね〜♡」 
まる「…んっ、ふぅ…マルも、楽しみますからぁ…あっ♡」 
 
まる「おまんこでチンコキしながら…んっ、乳首もい〜っぱい…」 
まる「ふぅ…コスコスしてあげます♡」 
 
まる「ほらぁ…コリコリ…カリカリ…んぅ、コリコリカリカリぃ…」 
まる「ひゃんっ、こら、早めちゃダメですよぅ、ゆっくりです♡」 
まる「えっ、マルの…乳首も触りたい？…くすっ、いいですよぉ、今日は…特別です♡」 
まる「このまま…んっ、じっとしてて、くださいね…」 
まる「お兄さんの、んっ、ふぅ…おちんぽ入れながら、ゆっくり脱いであげます…♡」 
 
まる「服を脱いで…じゃーん、マルのブラ、どうですか？」 
まる「ちょっとアクセントが入った純白ブラですよ〜」 
まる「おっぱい小さくても興奮しますかぁ？」 



まる「お兄さんはロリコンですもんね、えへへ♡」 
 
まる「このブラもゆっくり外して…ほら、見えてきました、マルのピンク色のち・く・び♡」 
まる「触られるって分かると、ぷっくり膨れちゃって、うずうずってしちゃいます…」 
まる「お兄さんのことばかり言えませんね♡」 
 
まる「…んっ、ゆっくり、動くから…ふぅ、やさしく触って、ください…ね♡」 
まる「マルもお兄さんの乳首…今度はゆっくり、んっ…触ってあげる」 
まる「…そうそう、まずは優しくおっぱいを揉んで…ふぅ…」 
まる「んっ、ふぅ、優しく揉まれてるだけで…んっ、気持ち昂っちゃいます♡」 
まる「…ふぅ…おまんこも、ゆっくりなのが…ゾクゾクぅ〜ってする…」 
 
まる「んっ…今度は…勃起しちゃったマルの乳首…」 
まる「指のお腹で…ふぅ…んっ、優しく、こねこね〜って…ひゃっ、んぅ、これ好きぃ…♡」 
まる「おちんぽが、出たり入ったりする刺激と…」 
まる「乳首コリコリが…同時に来て…んっはぁ…気持ち、いいよぉ…♡」 
 
まる「お兄さんの乳首も、こねこね〜って、んっ…してあげますぅ」 
まる「…こねこね、こねこね…コリコリ、コリコリ…♡」 
 
まる「んっ、ふぅ…もう我慢、できなくなってきましたぁ？」 
まる「んっ、ふぅ…むふふっ、マルのロリマンの、虜になっちゃいましたね〜♡」 
まる「まあしょうがないですよねぇ、お兄さんのおちんぽ…堪え性ないですしぃ♡」 
 
まる「でもぉ…んっ、ふぅ…このままゆっくりしかしてあげませ〜ん♡」 
まる「お兄さんはぁ…そのまま、マルの思うままに焦らされていれば、んっ、いいんですぅ♡」 
 
まる「…ふぅ…この、まま…ひゃうんっ、急に乳首強くしないでくださいよぉ」 
まる「あっやぁ…乳首そんないじるようにされたら…」 
まる「んっ…おっ…ふぅ…声出ちゃいますからぁ…んっ、くぅ…」 
 
まる「や、え？なに…？マルが動くからお兄さんはじっと…」 
まる「んむぅっ…おちんぽも急にズンって…んふぅ…あんっ…激しくして…」 
 
まる「あっ、あっ、ふぅ…だめぇ…ゆっくりですよぉ…」 
まる「チンポ早くなるだけで…こんな…おっ、おふぅ…んっ…はぁん…」 
まる「あっ、乳首もおまんこもぐいぐいって…んっ、ふぅ…」 
まる「お兄さんのくせに…なまいき…んっふぅ…マルがいじめる方っんっお、おおぉ〜〜〜」 
 
まる「ズンズンしゅごいのきたぁ…あっ、ふぅ」 
まる「…おまんこ激しく突かれて…んっ、ふぅっ…子宮が喜んじゃってるぅ…♡」 
 
まる「あ゛あ、゛お゛おっ、゛おほっ、おまんこ負けちゃう♡」 
まる「乳首ぎゅってされて、ちんぽに屈服しちゃいますぅ♡」 
まる「ん、ん、おっ、おほっ、恥ずかしい声出ちゃう… 
まる「んん〜、やだぁ、聞かないでぇ…んっ、おほぉ…気持ちいい…」 
 
まる「ギチギチのちんぽでぇ…子宮コツコツされてぇ…」 
まる「んっふぅ…乳首も痺れて…中に欲しくなっちゃうからぁ…んっ、はぁ…ばかぁ…」 
まる「ばかばか、お兄さんのバカぁ…んっ…この変態…おっ、おほぉ…」 
まる「乳首つねるのと押し上げピストンきくぅ…ふぅ…んっ、ふぅ…」 
まる「あっあっ、なんかのぼってきちゃう、かもぉ…」 
まる「んっ、おまんこ期待しちゃって…しゅごいぃ…ふぅっ、んっ…ふぅ…」 
 
まる「ふぇ…なんで、急に止めるんですか…？」 
まる「ふぅ…んん…はぁ……もう少しで、その…な、なんでもないですっ」 



まる「イかせてほしければおねだり…って、それをマルが言うんですか…？」 
まる「イキたい…けど…むぅ…」 
 
まる「…….イかせてください……」 
 
まる「そんなんじゃダメって…お兄さんのくせに…」 
まる「顔、こっち近づけてください…ね？」 
 
まる「ん…んちゅ…ちゅる…じゅぱ…お願いぃ…しますぅ♡」 
まる「…マルのおまんこ…もう限界なんですぅ…んちゅ…ちゅぱぁ…れろ…」 
まる「乳首とオチンポ様でぇ…んちゅる…んちゅ」 
まる「…じんじんして…犯してほしくて、ヒクヒクしてるんですぅ…じゅる…」 
 
まる「好きぃ…おちんぽしゅきぃ…んっちゅ…じゅる…」 
まる「しゅきだからぁ…んちゅ…れろ…早く、マルのロリマンついてくださぁい…んっ」 
まる「お兄さんの…んふぅ…専用おちんぽケースにぃ…んじゅる…してよぉ♡」 
まる「…ちゅる…お願いしますぅ…んちゅ…ちんぽくださぁい♡…れろ」 
 
まる「じゅる…ふむっ！んっ！ぷはぁ…そ、そんな急にぃ…」 
まる「おっ、おっおほっ、はげし…おほぉお…んっんっ♡」 
まる「生パコきたぁ…んっ、ふぅ…孕ませるつもりで…おまんこつかれてるよぉ♡」 
まる「んっ、おっ、あんっ♡乳首もぉ、好きぃ♡」 
まる「もっとぉ…好きなだけ犯してくださいぃ…んっあっあっ♡」 
まる「き、効くぅうう…高速ピストンでおまんこ壊れちゃうぅ…♡」 
 
まる「はい、マルは乳首とオチンポに逆らえない…雑魚メスですぅ♡」 
まる「マルの雑魚まんこを…おっ、おほっ♡チンポで好きなだけほじってぇ…♡」 
まる「んっんっ、お兄さん、も…マルいきそぉですぅ♡」 
まる「…んっ、おっ…おちんぽぉ、嬉しいぃ…♡」 
まる「マルも乳首…もっといじるからぁ…いっぱい感じてくださぁい♡」 
 
まる「マルの中…小さなお腹ぽっこりするくらい…お兄さんのこってりザーメン」 
 
まる「…んっ、ふぅ、流し込んでほしいですぅ…んっ♡」 
まる「子供できちゃうくらい…濃厚でどろっどろな精子…」 
まる「んっ、ふぅっ…いっぱい、いっぱいちょうだい♡…」 
 
まる「ん゛おっ、゛おっ、゛お゛おっ、゛おおおおっ、んんん…」 
まる「やば、もうくる…マルきちゃうぅ…チンポで決めちゃうぅ…」 
 
まる「いくいく…んっ、おっ、゛お゛ほおぉっ、んんっ…いく…いくうううううううう♡」 
 
まる「おっおっ…おほぉ…でてりゅ…オチンポ様の精子…♡んんっ、はぁ…ふぅ…」 
まる「はぁ…なか、マルの中…どろどろの濃いせーしで…いっぱいぃ…♡」 
まる「熱いのどくどくって…ふぅ…孕ませ中出し、嬉しいですぅ…♡はぁ…んんっ、んっ…」 
まる「まだ…体ビクビクしちゃう…んっ、ふぅ…出しすぎ…」 
まる「これ、ほんとに妊娠、確定かもぉ…んっ、ふぅ…♡」 
 
まる「ふぅ…マルの中…気持ちよかったですか？」 
まる「…んっ、聞くまでもないですね…ふふっ、嬉しいです♡」 
 
まる「それじゃ…抜きますよ？」 
まる「…んっ…ふぅ…うわぁ…どろって溢れてる…お兄さんの精子、匂いもすごぉ…♡」 
まる「こんなにいっぱい…垂れちゃってる♡」 
 
まる「あ、ティッシュどこだっけ…ええと…え？ お掃除、ですか？」 



まる「くすっ、本当に変態さん、ですね♡」 
まる「お兄さんのおちんぽで気持ちよくイカされちゃったし、いいですよ♡」 
 
まる「ん…うわぁ…おちんぽ、愛液と精子でどろどろ…んっ」 
まる「すんすん、すん…あ、はぁ♡この匂い…ふぅ…クラクラします…はぁ…♡」 
 
まる「ん…ちゅ…ちゅる…れろ…….んふっ、きもひいい、ですかぁ？…んじゅる…ちゅぱ…」 
まる「じゅるる…じゅるるる…んっ、ふぅ…」 
まる「中も吸い出して…ちゅう.、ちゅぱ….じゅるるるる、じゅるるるるる♡」 
まる「んっ、ぷはぁっ、綺麗になりましたぁ…♡残った精子は…」 
まる「お兄さんの好きな耳元ごっくん、してあげます…♡」 
 
まる「んちゅ…くちゅ…じゅる…んっ、こうひて、お口全体に絡めて…」 
まる「んっふぅ…舌に粘っこくまとわりつく精子ぃ…♡たまらないですぅ…♡」 
まる「お口の中で…んっじゅる…くちゅくちゅするだけで…」 
まる「頭トロンとして、発情スイッチ入っちゃいそぉ♡…んっ、ちゅる…」 
まる「それじゃそろそろ…んっ、ふぅ…いくよぉ…んっ…ごくんっ…ふぅ…」 
まる「…ほら、全部飲みましたよぉ♡」 
 
まる「それにしても最後までしちゃうなんて…まあ、最初に入れたのはマルですけど…」 
まる「お兄さんはぁ、責任…とってくれるんですか？くすっ、冗談です♡」 
まる「最後、お兄さんで良かったです…もう少しこのまま、いいですか？」 
まる「くすっ、お兄さんの体…おおきいです…包まれてるようで、なんだか安心します…」 
まる「少し、眠ってもいいですか…？お兄さんも、いいですよ」 
まる「おやすみなさい、お兄さん」 


